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行
政
の
う
ご
き

　

８
月
３
日
、
鉾
田
市
の
紅
葉
地
区
と
茨
城
町

の
境
界
付
近
に
設
置
さ
れ
る
東
関
東
自
動
車
道

水
戸
線
の（
仮
称
）茨
城
南
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ

に
つ
い
て
の
説
明
会
が
、
地
元
の
紅
葉
学
習
館

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

整
備
主
体
で
あ
る
東
日
本
道
路（
株
）か
ら
道

路
の
概
要
と
整
備
計
画
、
ま
た
、
工
事
の
方
法

や
迂
回
路
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
地
権

者
や
地
元
の
方
々
と
工
事
開
始
時
期
や
、
施
工

管
理
、（
仮
称
）鉾
田
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
の
整

備
時
期
な
ど
に
関
す
る
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

告　
　

示　

９
月
24
日（
日
）

投
票
日　

10
月
１
日（
日
）

投
票
時
間　

午
前
７
時
〜
午
後
６
時

各
選
挙
区
定
数

　

第
１
選
挙
区　

16
人（
旧
鉾
田
町
の
区
域
）

　

第
２
選
挙
区　

６
人（
旧
大
洋
村
の
区
域
）　

　

第
３
選
挙
区　

８
人（
旧
旭
村
の
区
域
）　　

立
候
補
受
付

　

と　

き　

９
月
24
日（
日
）

　

時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　

会　

場　

市
役
所
２
階
会
議
室

期
日
前
投
票

　

期　

間　

９
月
25
日
〜
９
月
30
日

　

時　

間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

期
日
前
投
票
所　

　

第
１
選
挙
区　

鉾
田
市
役
所

　

第
２
選
挙
区　

ふ
る
里
見
聞
館

　

第
３
選
挙
区　

旭
地
区
学
習
等
供
用
施
設

　

こ
の
ほ
ど
鉾
田
中
央
公
民
館
に

お
い
て
鉾
田
市
文
化
協
会
の
設
立

評
議
員
会
（
総
会
）が
開
か
れ
ま

し
た
。

　

鉾
田
市
誕

生
後
、
旧
３

町
村
で
運
営

さ
れ
て
き
た

各
文
化
協
会

の
統
合
に
む

け
検
討
が
す

す
め
ら
れ
て

き
ま
し
た
。

　

設
立
に
あ

役　

員　
　
　
（
敬
称
略
）

　

会　

長　

村
上　

昌
二

　

副
会
長　

佐
伯　

浩
司

　

副
会
長　

菅
谷　

政
雄

　

監　

事　

関　
　

俊
夫

　

監　

事　

中
根　

敏
子

　

在
日
米
軍
再
編
に
伴
う
在
日
米

軍
機
の
訓
練
移
転
先
と
し
て
百
里

基
地
が
使
用
さ
れ
る
と
い
う
問
題

で
、
鉾
田
市
と
行
方
市
、
百
里
基

地
の
所
在
地
で
あ
る
小
美
玉
市
の

３
市
が
合
同
で
、
国
と
協
定
を
締

結
す
る
こ
と
に
つ
い
て
基
本
合
意

が
な
さ
れ
、
早
期
締
結
に
む
け
た

協
議
が
す
す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

８
月
20
日
の
最
初
の
協
議
で
は

３
市
と
茨
城
県
、
東
京
防
衛
施
設

局
に
よ
り
協
定
書
締
結
に
向
け
て

の
方
向
付
け
が
確
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

現
在
、
騒
音
対
策
、
安
全
対
策
、

地
域
振
興
策
な
ど
、
こ
れ
ま
で
住

民
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
き
た
要
望
な

ど
を
含
め
た
協
定
事
項
が
検
討
さ

れ
て
い
ま
す
。

た
っ
て
は
、
こ
れ
ま
で
の
各
協
会

の
特
色
を
活
か
し
て
い
く
た
め

に
、
そ
れ
ぞ
れ
の
組
織
を
地
区
協

会
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
ま
す
。

　

評
議
員
会
で
は
、
役
員
選
出
の

ほ
か
、
年
度
予
算
の
審
議
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
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東
関
東
自
動
車
道
水
戸
線
整
備
工
事

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す

鉾
田
市
農
業
委
員
会

委
員
の
一
般
選
挙
投
票
日
は

10
月
１
日
で
す

紅
葉
地
区
で
工
事
説
明
会

鉾
田
市
文
化
協
会
設
立

鉾
田
市
文
化
協
会
設
立

国
と
協
定
締
結
へ

　
　
　

行
方
市
、
小
美
玉
市
と
合
同
で

▲

 

平
成
21
年
の
開
通
に
む

け
、
工
事
は
茨
城
町
側
か

ら
進
め
ら
れ
て
い
ま
す　

（
茨
城
町
小
鶴
の
涸
沼
川

付
近
）

▲

 

ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
予
定
地

内
で
行
わ
れ
た
安
全
祈
願

祭（
８
月
28
日
）



　

こ
の
ほ
ど
鉾
田
市
が
パ
セ
リ
の
茨
城
県
青
果

物
銘
柄
産
地
と
し
て
指
定
を
受
け
ま
し
た
。

　

指
定
を
受
け
た
の
は
Ｊ
Ａ
か
し
ま
な
だ
園
芸

部
会
パ
セ
リ
部
が
生
産
し
て
い
る
も
の
で
、
平

成
17
年
の
生
産
量
は
４
６
１
ト
ン
、
生
産
額
も

１
億
５,
９
０
０
万
円
と
市
内
で
生
産
さ
れ
る

葉
物
野
菜
の
代
表
と
な
っ
て
い
ま
す
。

（
鉾
田
市
の
銘
柄
産
地
指
定
品
目
）

　

メ
ロ
ン　

　

抑
制
ア
ー
ル
ス
メ
ロ
ン

　

夏
秋
ト
マ
ト

　

根
み
つ
ば

　

に
ん
じ
ん

　

い
ち
ご

　

ミ
ニ
ト
マ
ト

　

パ
セ
リ

行
政
の
う
ご
き

文化複合施設基本構想策定委員会
霞ヶ浦北浦治水利水環境促進同盟
会中央要望
市都市計画審議会
百里飛行場関連道路整備促進協議
会総会
市長会・市町村長会議
市町村長自治研究会
鉾田地域農業改革フォーラム
青果物銘柄産地指定証交付式
石岡台地土地改良事業推進協議会
役員会
茨城県市長会
茨城県農道整備事業促進協議会総会 
市文化協会設立評議委員会
大洗・鉾田・水戸環境組合正副管
理者会議
市総合計画策定委員会

1
3

4
7

18

22
23

30

31

　

８
月
22
日
、「
消
費
者
の
ベ
ス
ト
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
鉾
田
地
域
の
農
業
確
立
」を
テ
ー
マ
に

し
た
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
、
大
洋
公
民
館
で
開
催
さ

れ
、
鉾
田
市
を
は
じ
め
、
鹿
嶋
市
、
神
栖
市
の

農
業
団
体
関
係
者
や
農
業
経
営
者
約
２
０
０
人

が
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
青
果
物
の
安
全
・
安
心
対
策
に
つ
い
て
」と

題
し
た
講
演
で
、
全
国
農
業
協
同
中
央
会
の
生

部
誠
治
氏
か
ら
は
「
こ
れ
ま
で
農
薬
リ
ス
ク
へ

の
対
策
を
優
先
し
て
き
た
。
こ
れ
か
ら
は
、
異

物
の
混
入
や
病
原
微
生
物
の
付
着
・
増
殖
の

防
止
な
ど
食
品
安
全
へ
の
あ
ら
ゆ
る
対
応
が
必

要
。
生
産
履
歴
の
記
録
の
目
的
を
広
げ
る
こ
と

で
、
Ｇ
Ａ
Ｐ（
適
正
農
業
規
範
）へ
の
対
応
が
可

能
に
な
る
」と
説
明
が
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
県
農
林
水
産
部
職
員
か
ら
は
「
Ｇ
Ａ

Ｐ
を
確
立
さ
せ
る
こ
と
は
、
農
産
物
の
安
全
性

確
保
や
消
費
者
動
向
へ
の
的
確
な
対
応
と
い
う

点
で
、
市
場
で

の
優
位
を
も
た

ら
す
だ
け
で
な

く
、
農
地
保
全

や
作
業
環
境
改

善
と
い
っ
た
農

業
全
般
の
改
革

に
つ
な
が
っ
て

い
く
」と
話
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
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鉾田市総合計画策定に伴う
市民懇談会の開催

　鉾田市では現在、本市が目指すべき姿とその実現に向けた、
まちづくりの基本となる「鉾田市総合計画」を策定しています。
　策定をすすめるにあたり市民の皆さんにも意見をお聞きし、
総合計画に反映したいと考えております。
　下記の日程で総合計画について説明及び、懇談会を開きます
ので都合のよい会場においでください。

　９／２５（月）　旭中学校体育館
　９／２６（火）　鉾田北中学校体育館
１０／　２（月）　大洋中学校体育館
１０／　３（火）　福祉事務所２階（市役所敷地内）

　市町村は「地方自治法」の「市町村は、その事務を処理するに当たっ
ては、議会の議決を経てその地域における総合的かつ計画的な行政の
運営を図るための基本構想を定め、これに即して行うようにしなけれ
ばならない」という規定により総合計画を定めます。

■　企画課　☎３３－２１１１（内線1302）

　各会場とも
　　　19：00から

パ
セ
リ
の

銘
柄
指
定
産
地
に

鉾
田
地
域
農
業

改
革
フ
ォ
ー
ラ
ム

▲ 「鉾田のパセリは各市場で良
い評価を受けている。今後も
安心、安全、新鮮を心がけて
いきたい」とあいさつする
三保谷二郎園芸部会長

　 （８月23日指定証交付式で）

問

▲ 「生産履歴の記録は、農業技術や経営
の見直し、また、消費者に求められ
ている農産物を生産する体制づくり
のためにも重要なこと」と話す生部氏

市の動静（８月）



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

アスベスト除去工事を行います
鉾田中央公民館　☎33-2030

防災行政無線の時報時刻を変更します（10月１日から）
総務課　☎33-2111（内線1283・1284）

「鉾田市民憲章」・「鉾田市の花・木・鳥」を制定します
■　秘書広聴課　☎33-2111（内線 1212）問

　鉾田市では、市民の心のよりどころとなる「市民憲章」と市のシンボルとなる「花・木・鳥」を、今年度中
に制定する予定です。
　そこで、市民憲章や花・木・鳥について審議する制定委員会の委員の方を公募し、合わせて市民憲章に盛り
込みたい言葉や内容、そして花・木・鳥の候補について、市民の皆さんから募集します。

締切
10
6（金）

締切
9
29（金）

市民憲章に盛り込みたい言葉や内容
市の花・木・鳥 鉾田市民憲章等制定委員会委員市民憲章に盛り込みたい言葉や内容
市の花・木・鳥 鉾田市民憲章等制定委員会委員

募集基準
（1）市民憲章に盛り込みたい言葉や内容
　　鉾田市の市民が生活を営むための心のよりどこ
　　ろとなる市民憲章にふさわしい言葉や内容
（2）花・木・鳥
　　鉾田市の歴史・文化・自然になじみ深く、また
　　鉾田市をイメージする象徴となるもの

応募資格
　鉾田市に在住する方。もしくは在勤・在学の方。
　（年齢制限はありません）

応募方法
　所定の応募用紙または官製ハガキや電子メール、
ファックスで下記①～⑨の項目について記入し送付
してください。（①～④については応募したい項目の
みでも結構です）

　①市民憲章に盛り込みたい言葉や内容（その理由）
　②「花」の名前（その理由）
　③「木」の名前（その理由）
　④「鳥」の名前（その理由）
　⑤氏名（ふりがな）
　⑥性別・年齢
　⑦住所
　⑧電話番号
　⑨職業（勤務先・学校名）

役　　割
　平成18年10月から平成19年２月にかけて開催さ
れる委員会に出席し、鉾田市の市民憲章や花・木・
鳥について審議します。
　※委員は無報酬となります。

応募資格
　鉾田市在住の18歳以上の方
（平成18年4月1日現在）

募集人員
　5人以内（応募者多数の場合、選考あり）

応募方法
　所定の応募用紙または官製ハガキ、ファックス、電
子メールで下記①～⑥の項目について記入し、送付し
てください。

　①氏名（ふりがな）　
　②性別・年齢
　③住所
　④電話番号
　⑤職業（勤務先・学校名）　
　⑥応募理由

〒311-1592　鉾田市鉾田1444-1　鉾田市役所　秘書広聴課「市民憲章」係
ファックス　32-4443　電子メール：hisho@city.hokota.lg.jp
※所定の応募用紙は、今月号の「広報ほこた」に差し込まれたものを使用するか、市役所及び総合支所、その他の市の
　施設に備えつけたものをご利用ください。　ホームページからもダウンロードできます。

応
募
先

募
集
し
ま
す
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　合併に伴い、この４月から防災行政無線による時
報を統一しましたが、放送時刻の変更に関わる要望
が寄せられていました。
　住民懇談会でのご意見と合わせて検討し、下記の
時間に変更することとなりました。

　　　　　　　　 朝　　７：００（変更なし）
　　　　　　　　 昼　１１：３０
　　　　　　　　 夕　１７：００

　鉾田中央公民館のホールで、アスベストの除去工
事を行います。
　工事中はホールの使用が制限されますので公民館
にご確認ください。
　また、工事に伴い駐車場の一部が利用できない場
合もありますのでご了承ください。
　　
　※会議室などはこれまでどおり使用できます。

10月１日から



市
か
ら
の
お
知
ら
せ

児童手当の申請はお済みですか
子ども家庭課　　　　　　☎33-2111（内線1571）
旭支所　　　福祉保険課　☎37-4346
大洋支所　　福祉保険課　☎39-3314・3315
  

事業所・企業統計調査が行われます
企画課　☎33-2111（内線1301）

国保加入者の皆さまへ　届け出を忘れずに
保険年金課　　　　　　　☎33-2111（内線1123）
旭支所　　　福祉保険課　☎37-4346
大洋支所　　福祉保険課　☎39-3314・3315
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防音サッシ
設置工事への助成

■　企画課　☎33－2111（内線1302）問

　百里飛行場の航空機騒音を緩和するために、これから行う防音サッシ設置工事に対し助成をしています。

 対象及び補助額（①②のいずれか。新築住宅も対象）

　①告示後住宅
　　 防衛施設庁告示で指定されている第１種区域(75Ｗ

※

以上)内において、平成元年6月30日以降に新築
された個人住宅。

　　　■補助額　工事に要する経費として、10万円を限度
　②県環境基準地域内住宅
　　 茨城県が平成３年３月28日に指定した航空機騒音に係る環境基準の地域の類型をあてはめる地域
(70Ｗ以上で①の区域を除く)内の個人住宅。

　　　■補助額　工事に要する経費の1/2の額、ただし限度額は５万円

 対象工事の内容

　主な生活空間(居間・客間・寝室等)のうち、１部屋以上の室内環境改善のため、窓に防音仕様のサッシ
を取り付けることにより、遮音性及び気密性の向上が図られる工事
　（防音サッシには、遮音性及び気密性等の基準があります） 
　　　※平成19年３月31日までに工事を完了することが条件です。

申請締切　平成19年２月28日（水）

申し込みが多数の場合には、補助を受けられないことがあります。
対象区域については企画課でご確認ください。

※Wは、航空機騒音の単位
  WECPNLです
　Wは航空機騒音の「うるささ」を表す単位
で、音の大きさだけでなく、その頻度や発
生時間帯なども加味して、多数の航空機に
よる騒音の総暴露量（騒音にさらされた総
量）を１日の平均として総合的に評価する
ものです。

　児童手当の支給対象が小学６年生まで拡大され、
所得制限も緩和されました。
　本年4月分から受給するためには、９月30日まで
に申請する必要があります。

　平成18年の事業所・企業統計調査が実施されます。
この調査は「統計法」に基づく、国の産業構造を把握
するための調査です。
　９月末から10月にかけて市の統計調査員が各事業
所をお伺いしますのでご協力をお願いします。

調査対象　 商店、工場、営業所、事務所、銀行、学校、
旅館、塾、病院、寺社など（人が収入を得
て働いているところ全てが対象）

調査内容　名称、所在地、従業員数、経営組織など
(基準日10月１日)

調査期間　  ９／24（日）～ 10／20 （金）　　　　　
この間に、調査員が調査票の配布と回収
をします。

　「交通事故にあった」「他人の飼い犬にかまれた」な
ど、第三者の行為によってケガや病気をしたときで
も、国民健康保険が使えます。
　このような場合、医療費は加害者が全額負担する
のが原則ですので、国保が医療費を一時的に立て替
えて、あとで加害者に請求することになります。

「第三者行為による届け出」を
　国保で医療を受けるときは、事前に「第三者行為に
よる被害届」が必要になります。届け出がないと国保
が使えない場合があります。交通事故にあったらす
ぐに警察に届けるとともに、国保担当窓口への届け
出をお願いします。

届け出に必要なもの
　保険証　　
　印　鑑　　
　事故証明書(後日提出も可)

（ご注意ください）
　国保に届ける前に、加害者から治療費を受け取っ
たり、示談を済ませてしまうと国保が使えなくなり
ます。示談の前には、国保の窓口へご相談ください。

有
害
鳥
獣
捕
獲
を
行
い
ま
す　

期
間　

９
月
24
日（
日
）
〜
10
月
３
日（
火
）　　

■　

産
業
経
済
課　

☎
３
３
・
２
１
１
１
（
内
線
１
１
６
２
）

問

すぐに届け出を
お願いします
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懇
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催
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防
災
行
政
無
線
が
聴
き
づ
ら
い
の
で
す
が
。
近

く
の
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
同
時
に
放
送
さ
れ
る
た

め
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　
　
（
舟
木
・
諏
訪
）

　

防
災
無
線
が
聴
き
づ
ら
い
原
因
に
は
、
ス
ピ
ー

カ
ー
か
ら
の
距
離
や
周
囲
の
地
形
に
よ
る
共
鳴

や
反
響
な
ど
、
い
ろ
い
ろ
な
要
因
が
考
え
ら
れ

ま
す
。
そ
の
よ
う
な
問
題
を
最
小
限
に
防
ぐ
た

め
、
緊
急
放
送
以
外
で
は
、
近
く
の
ス
ピ
ー
カ
ー

は
同
時
に
放
送
し
な
い
よ
う
操
作
し
て
い
ま
す
。

　

旧
鉾
田
町
の
区
域
に
関
し
て
は
、
機
器
の
老

朽
化
に
伴
う
更
新
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
の

で
、
技
術
的
に
解
消
で
き
る
も
の
に
つ
い
て
は

対
応
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

５
万
人
と
い
う
市
人
口
を
考
え
る
と
、
市
の

職
員
数
は
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
な

か
に
は
人
口
２
０
０
人
当
た
り
に
職
員
１
人
と

い
う
自
治
体
も
あ
る
よ
う
で
す
が
。　
　
　

（
旭
南
・
旭
北
・
大
竹
）

　

合
併
前
の
３
町
村
の
職
員
は
５
１
１
人
。
こ

れ
を
段
階
的
に
１
０
０
人
程
度
削
減
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
合
併
で
き
た
か
ら
こ
そ
で
き

る
改
革
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
仕
事
量
が
減
ら
な
い
中
で
、
単
純

に
職
員
の
数
だ
け
を
減
ら
す
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
の
で
、
外
部
委
託
や
嘱
託
な
ど
を
活
用
し
な

が
ら
、
真
に
必
要
な
部
分
に
正
規
の
職
員
を
配

置
し
て
い
く
方
針
で
す
。

　

合
併
特
例
債
事
業
と
し
て
23
の
事
業
が
計
画

さ
れ
て
い
る
が
、
財
政
状
況
が
心
配
で
す
。

（
上
島
西
・
諏
訪
）

　

現
在
計
画
さ
れ
て
い
る
合
併
特
例
債
事
業
は
、

市
の
規
模
か
ら
認

め
ら
れ
る
特
例
債

枠
の
５
割
程
度
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
事
業

は
、
合
併
協
議
会

で
決
め
ら
れ
た
も

の
で
す
の
で
尊
重

し
て
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
毎
年
の
返
済

額
が
一
定
に
な
る
よ
う
に
、
事
業
の
実
施
時
期

を
計
画
的
に
設
定
し
て
い
ま
す
。

　

市
は
、
消
防
分
団
の
統
廃
合
を
進
め
て
い
く

考
え
が
あ
る
そ
う
で
す
が
、
今
後
の
防
災
体
制

に
懸
念
を
持
っ
て
い
る
住
民
も
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
区
負
担
で
消
防
機
庫
な
ど
の
整
備

を
し
て
き
た
経
緯
も
あ
る
の
で
、
行
政
側
の
都

合
で
減
ら
せ
る
も
の
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

団
員
の
確
保
が
難
し
い
と
も
聞
い
て
い
ま
す
が
、

一
律
に
再
編
を
進
め
る
の
で
は
な
く
、
管
轄
区
・

戸
数
な
ど
を
配
慮
し
て
バ
ラ
ン
ス
を
と
っ
て
も

ら
い
た
い
。　
　
　
　
　
（
旭
西
・
当
間
・
新
宮
）

　

消
防
分
団
の
再
編
が
議
論
さ
れ
て
い
る
背
景

に
は
、
消
防
に
関
す
る
国
の
補
助
金
が
な
く
な
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
従
来
の
よ

う
に
消
防
設
備
（
主
に
消
防
自
動
車
）を
整
備
し

よ
う
と
す
る
と
２
倍
の
費
用
が
か
か
る
こ
と
と

な
り
ま
す
。

　

質
問
に
も
あ
る

よ
う
に
、
団
員
の

確
保
に
苦
労
し
て

い
る
地
区
も
あ

る
と
い
う
こ
と
か

ら
、
防
災
体
制
に

つ
い
て
検
討
が
必

要
で
は
な
い
か
と

考
え
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ

れ
ま
で
の
分
団
の

設
備
に
は
、
地
区

　　

――

防
災
無
線
に
つ
い
て

防
災
無
線
に
つ
い
て――

　　

――

市
職
員
数
に
つ
い
て

市
職
員
数
に
つ
い
て――

　　

――

合
併
後
の
計
画
に
つ
い
て

合
併
後
の
計
画
に
つ
い
て――

　　

――

消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て

消
防
団
の
再
編
に
つ
い
て――

　５月から７月にかけ、市内20か所で開催された「市長との懇談会」には、
延べ763人の皆さんの参加をいただき、市政に対する数多くのご意見・ご提
言をいただくことができました。
　懇談会で寄せられましたご意見・ご提言に関しては、これからの市政に反
映させ、市民との協働のまちづくりを進めていきますので、今後とも皆さま
のご協力をお願いします。

　今回広報紙面において皆さんから寄せられたご意見などの主な内容をご紹介させて
いただきます。

※懇談会は、各小学校の体育館等を会場に開催。　（　）内は、質問などが出された会場名です。

■　秘書広聴課　☎33－2111（内線1212）問

懇談会の様子

文化複合施設基本構想検討委員会より

消防団訓練の様子
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の
ご
負
担
に
よ
る
も
の
も
あ
り
ま
す
の
で
、
行

政
側
か
ら
一
方
的
に
分
団
の
統
廃
合
を
す
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
区
長
を
は
じ

め
と
す
る
地
元
の
皆
さ
ん
を
交
え
た
中
で
協
議

を
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

新
聞
な
ど
で
報
道
さ
れ
て
い
る
百
里
基
地
へ

の
米
軍
機
訓
練
移
転
の
経
過
に
つ
い
て
説
明
し

て
く
だ
さ
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
当
間
）

　

百
里
基
地
で
の
米
軍
機
訓
練
は
こ
れ
ま
で
も

年
４
回
以
内
（
日
数
28
日
以
内
）と
い
う
条
件
の

も
と
実
施
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
防
衛
庁
に
よ
る
申
し
入
れ
は
、
こ
の

訓
練
回
数
枠
４
回

を
撤
廃
し
た
い
と

い
う
も
の
で
し
た
。

（
日
数
28
日
は
こ
れ

ま
で
ど
お
り
）

　

正
式
な
申
し
入

れ
が
あ
っ
た
の
は
、

３
月
下
旬
、
回
答
期

限
が
３
月
末
と
大

変
厳
し
い
日
程
の
中
、
区
長
会
、
百
里
飛
行
場

民
間
共
用
化
大
和
田
学
区
対
策
協
議
会
、
百
里

基
地
騒
音
対
策
協
議
会
等
の
役
員
、
百
里
基
地

騒
音
対
策
特
別
委
員
会
（
市
議
会
）の
意
見
を
聞

き
な
が
ら
対
応
に
あ
た
り
ま
し
た
。

　

米
軍
機
の
訓
練
移
転
は
、
日
米
地
位
協
定
に
基

づ
き
、
国
は
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ

こ
で
、
国
に
基
地
周
辺
に
対
す
る
対
策
を
充
実

さ
せ
る
と
の
約
束
を
取
り
付
け
る
こ
と
で
や
む

を
得
ず
容
認
い
た
し
ま
し
た
。

　

納
税
の
方
法
と
し
て
、
以
前
は
納
税
組
合
を

組
織
し
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
、
解
散
し
た
り
、

自
主
納
税
の
会
に
変
わ
る
な
ど
し
て
い
ま
す
。
今

後
の
滞
納
増
加
が
心
配
さ
れ
ま
す
。　
（
巴
第
一
）

　

合
併
以
後
の
状
況
と
し
て
は
、
滞
納
は
増
え

て
い
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
収
納
率
は
上
昇
傾
向

に
あ
り
ま
す
。
現
在
は
、
収
納
対
策
の
専
門
部

署
を
組
織
し
て
お
り
、
差
し
押
さ
え
な
ど
の
対

処
も
で
き
る
体
制
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
県
と
市
町
村
で
組
織
す
る
税
金
徴
収
の

専
門
組
織
で
あ
る
租
税
債
権
管
理
機
構
も
合
併

前
か
ら
活
用
し
て
い
ま
す
が
、
こ
ち
ら
に
ま
わ
っ

た
案
件
は
大
変
厳
格
な
対
応
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
市
自
体
の
対
応
が
緩
い
と
不
公
平

と
な
る
の
で
、
市
と
し
て
も
滞
納
に
は
厳
し
い

対
応
を
と
る
よ
う
に
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
国
か
ら
の
交
付
税
削
減
に
伴
っ
て

税
源
移
譲
が
行
わ
れ
る
見
通
し
で
す
。
独
自
の

税
源
と
な
る
と
滞
納
が
直
接
収
入
減
に
つ
な
が

り
ま
す
の
で
、
し
っ
か
り
し
た
対
応
が
必
要
と

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

大
洋
地
区
で
は
、
今
年
度
か
ら
ご
み
袋
に
氏
名

を
記
入
す
る
よ
う
に
な
り
、
抵
抗
が
あ
る
方
も

多
い
よ
う
で
す
。
名
前
を
書
か
な
く
て
も
、
回

収
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
は
な
り
ま
せ
ん
か
。

（
上
島
西
）

　

合
併
後
、
大
洋
地
区
の
ご
み
も
鉾
田
ク
リ
ー

ン
セ
ン
タ
ー
に
搬
入
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

ご
み
袋
に
名
前
を
書
く
の
は
、
旧
鉾
田
町
か
ら

実
施
し
て
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
は
、
ご
み
の
分
別
と
出
し
方
に
責
任
を

も
っ
て
も
ら
う
た
め
に
名
前
を
書
い
て
い
た
だ

い
て
い
る
も
の
で
す
。

　

ま
た
、
鉾
田
を
経
由
し
て
水
戸
や
石
岡
な
ど

へ
通
勤
す
る
方
が
途
中
の
ご
み
集
積
所
に
ご
み

を
置
い
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
あ
る
た
め
、
こ

れ
ら
を
防
ぐ
た
め
に
も
袋
に
名
前
を
書
く
こ
と

は
必
要
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

鉾
田
市
は
農
業
を
基
幹
産
業
と
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
く
と
の
こ
と
で
す
が
、
近
年

は
農
薬
ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
の
導
入
な
ど
、
現

在
の
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
変
厳
し
い
と

思
い
ま
す
。
農
業
振
興
策
に
つ
い
て
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
ま
す
か
。　
　
　
　
　
　
　
（
旭
南
）

　

ポ
ジ
テ
ィ
ブ
リ
ス
ト
の
導
入
は
、
輸
入
農
産

物
と
比
べ
、
安
全
・
安
心
へ
の
信
頼
と
い
う
面
で
、

国
内
産
の
農
産
物
が
大
変
有
利
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

　

行
政
に
よ
る
産
業
支
援
は
、
当
事
者
の
意
向

を
聞
き
な
が
ら
進
め
る
と
い
う
の
が
基
本
姿
勢

で
す
。

 

今
後
、
産
地

間
競
争
も
激

し
く
な
る
と

予
想
さ
れ
ま

す
の
で
、
ま

ず
は
様
々
な

情
報
提
供
な

ど
を
積
極
的

に
進
め
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

旧
鉾
田
町
や
旧
大
洋
村
で
は
、
狭
隘
道
路
の

簡
易
舗
装
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
旧
旭
村

で
は
行
わ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。
事
情
が
あ
っ

て
拡
幅
で
き
な
い
と
こ
ろ
は
、
簡
易
舗
装
で
対

応
で
き
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

（
旭
東
・
旭
北
）

　

道
路
補
装
の
原
則
を
道
幅
５
ｍ
に
す
る
と
い

う
こ
と
は
合
併
協
議
会
に
お
い
て
承
認
さ
れ
た

事
項
で
す
。
し
た
が
っ
て
今
後
と
も
遵
守
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
基
準
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

し
か
し
、
諸
事
情
に
よ
り
将
来
的
に
も
拡
幅

が
で
き
な
い
と
判
断
さ
れ
る
と
こ
ろ
は
今
後
の

検
討
課
題
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て
、
鉾
田
地
区
で

は
検
討
中
で
あ
る
と
聞
き
ま
し
た
が
。

（
上
島
西
・
白
鳥
西
・
鉾
田
・
諏
訪
）

　

市
内
の
小
学
校
校
舎
の
多
く
が
、
今
後
10
年

で
耐
用
年
数
を
む
か
え
ま
す
。

　

旧
鉾
田
町
で
小
学
校
の
今
後
の
あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
、
そ
の
中
で
「
小

規
模
校
は
、
経
費
の
面
で
も
ま
た
教
育
効
果
の

面
で
も
問
題
が
あ
る
の

で
、
統
合
を
考
え
る
べ

き
」と
の
結
論
が
出
さ

れ
て
い
ま
す
。

　　

――

米
軍
訓
練
の
百
里
基
地

米
軍
訓
練
の
百
里
基
地

　
　
　
　
　
　
　

移
転
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

移
転
に
つ
い
て――

　　

――

納
税
に
つ
い
て

納
税
に
つ
い
て――

　　

――

可
燃
ご
み
袋
へ
の

可
燃
ご
み
袋
へ
の

　
　
　
　
　
　
　

記
名
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　

記
名
に
つ
い
て――

　　

――

道
路
舗
装
に
つ
い
て

道
路
舗
装
に
つ
い
て――

　　

――

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興

こ
れ
か
ら
の
農
業
振
興

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　

に
つ
い
て――

　　

――

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て

小
学
校
の
統
廃
合
に
つ
い
て――

百里基地を離陸した米軍機

メロン生産研究会



・行政評価システムの導入
・事業実施ヒアリングシステムの確立
・事務事業の簡素化・効率化
・アウトソーシングマニュアルの作成
・指定管理者制度の導入
・業務見直しによる業務委託の推進
・PFI 事業の検討・導入
・行政手続きのオンライン化の推進
・住民基本台帳カードの交付率向上
・統合型GIS の導入の検討
・戸籍電算化
・外国人登録システムの導入
・情報セキュリティ基本方針の策定

行政改革大綱の４つの方針と
集中改革プランの具体的な取り組み
行政改革大綱の４つの方針と

集中改革プランの具体的な取り組み
行政改革大綱の４つの方針と

集中改革プランの具体的な取り組み
行政改革大綱の４つの方針と

集中改革プランの具体的な取り組み
方
針1 スリムで質の高い行政運営システムの構築

・地域包括支援センターの充実
・プロジェクト・ワーキンググループ等の活用
・部内人事交流の推進
・組織内権限移譲の推進
・定員適正化計画の策定及び職員の削減
・消防団組織の見直し
・公共施設のあり方についての検討
・文教施設のあり方についての検討
・給与・諸手当の適正化
・福利厚生事業の点検・見直し
・人材育成基本方針の策定
・職員研修計画の策定
・内部講師の養成
・役職等公募制度及び希望降任制度の検討
・目標管理制度の制度設計
・人事評価システムの確立

方
針2 自立性が発揮できる行政体制の確立

・公共的サービスの提供を行う活動主体への支援
・活動主体を支援・調整する中間支援団体の育成
・活動主体との提携・協力
・子育て支援環境の充実
・地域ケアシステムの推進
・パブリック・コメント制度の検討・導入
・文書管理システムの統合
・行政・情報コーナー等の設置・活用
・市民参加の広報活動
・職員への個人情報保護に関する情報提供

方
針3 地域との協働によるまちづくりの推進

・中期財政計画の策定
・バランスシートの導入
・市税の徴収率向上の推進
・使用料・手数料の基準の設定と見直し
・市有地の有効活用・売却
・水道料金等受益者負担の定期的な見直し
・水道料金・会計システムの統合等
・中期経営計画の策定・経営健全化計画の検討
・団体等に対する補助金の整理合理化
・補助金等の見直し
・過度な整備を行わない道路計画
・公共工事のコスト縮減
・再生資材等の利用
・電子入札制度の導入検討

方
針4 分権型社会に対応した経営・財政運営の推進

行政改革の推進に
取り組みます

集
中
改
革
プ
ラ
ン

集
中
改
革
プ
ラ
ン

鉾
田
市
の
取
り
組
み

鉾
田
市
の
取
り
組
み

広報ほこた2006.9

8

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
平
成
17
年
３
月
に
総

務
省
が
示
し
た
「
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
行
政

改
革
の
推
進
の
た
め
の
新
た
な
指
針
」（
新
地
方

行
革
指
針
）を
受
け
、
平
成
17
年
度
か
ら
平
成
21

年
度
ま
で
の
行
政
改
革
の
た
め
に
、
全
国
す
べ
て

の
自
治
体
が
作
成
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

鉾
田
市
で
は
、
こ
の
新
地
方
行
革
指
針
で
示

さ
れ
た
「
事
務
事
業
の
再
編
や
統
合
」、「
民
間
委

託
等
の
推
進
」、「
定
員
適
正
化
計
画
」、「
職
員
給

与
の
適
正
化
」な
ど
の
主
要
項
目
や
、
目
標
の
数

値
化
、
わ
か
り
や
す
い
指
標
の
採
用
に
配
慮
し

て
、
プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
検
討
実
施
さ
れ
て
い
く
計
画
の
ほ
か
、

既
に
実
施
さ
れ
て
い
る
項
目
も
盛
り
込
ま
れ
て

い
ま
す
。

　

特
に
、
定
員
管
理（
市
役
所
総
職
員
数
）に
お
い

て
、
国
の
指
針
で
は
4.6
％
の
純
減
が
示
さ
れ
て
い

ま
し
た
が
、
鉾
田
市
で
は
、
合
併
前
の
平
成
16

年
度
の
職
員
数
５
１
１
人
を
、
平
成
22
年
に
は

４
５
０
人
と
、
61
人
（
12
％
）を
削
減
し
、
国
の

水
準
を
上
回
る
目
標
を
掲
げ
て
お
り
、
今
年
度

４
月
の
時
点
で
４
７
０
人
（
41
人
8.0
％
の
減
）と
、

既
に
国
の
示
し
た
水
準
を
達
成
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
他
に
も
、
今
年
度
は
特
別
職
給
与
や
管

理
職
手
当
の
削
減
や
納
税
組
合
報
奨
金
の
廃
止

な
ど
に
よ
り
、
２
，
３
１
０
万
円
程
度
の
費
用
削

減
を
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

鉾
田
市
で
は
、
本
年
６
月
に
と
り
ま
と
め
た
「
鉾
田
市
行
政
改

革
大
綱
」に
掲
げ
た
推
進
項
目
を
計
画
的
に
実
施
す
る
た
め
、「
鉾

田
市
集
中
改
革
プ
ラ
ン
」を
７
月
末
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

集
中
改
革
プ
ラ
ン
は
、
鉾
田
市
の
行
政
改
革
に
関
す
る
全
体
的

な
計
画
で
、
平
成
21
年
度
ま
で
に
取
り
組
む
行
政
改
革
の
具
体

的
な
方
策
が
示
め
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
市
長
を
本
部
長
と
す
る
行
政
改
革
推
進
本
部
を
中
心

に
進
行
管
理
や
必
要
な
見
直
し
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、
進
捗
状
況
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
広
報
ほ
こ
た
」や
市
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し
ま
す
。

■　総務課　☎33－2211（内線1225）
「鉾田市集中改革プラン」の全文はホームページで
公開しています。http://www.city.hokota.lg.jp/

問

鉾
田
市
集
中
改
革

プ
ラ
ン
を
策
定



集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み

集
中
改
革
プ
ラ
ン
に
お
け
る
主
な
取
り
組
み

広報ほこた2006.9

9

市
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

限
ら
れ
た
財
源
と

人
材
の
よ
り
効
果
的

な
活
用
策
と
し
て
、

庁
内
統
一
的
な
方
針

の
も
と
、
各
種
事
務

事
業
を
評
価
す
る
シ

ス
テ
ム
を
確
立
し
、

当
該
事
務
評
価
を
も

と
に
、
施
策
・
政
策

レ
ベ
ル
へ
の
反
映
を

め
ざ
し
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

平
成
19
年
度
試
行
・
20
年
度
本
格
実
施

　

民
間
的
な
経
営
手
法
を
公
的
部
門
に
導
入
し
、

多
様
化
す
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
的
な
向
上
を

目
指
し
ま
す
。
そ
の
た
め
に
民
間
委
託
等
ア
ウ

ト
ソ
ー
シ
ン
グ
に
当
た
っ
て
の
指
針
や
計
画
を

策
定
し
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

平
成
19
年
度
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
指
針
決
定

　

２
０
０
６
年
１
月
の
Ｉ
Ｔ
新
改
革
戦
略
に
お

い
て
、
２
０
１
０
年
ま
で
に
国
・
地
方
公
共
団

体
に
対
す
る
申
請
・
届
出
等
手
続
き
に
お
け
る

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
率
50
％
の
目
標
が
設
定
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
市
で
は
、
県
と
市
町
村
共
同
運
営
に
よ
る
電

子
申
請
シ
ス
テ
ム
の
拡
充
計
画
の
な
か
で
、
オ

ン
ラ
イ
ン
申
請
率
の
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

平
成
19
年
度
36
項
目
の
電
子
申
請
に
対
応

　
「
介
護
保
険
法
」の
改
正
に
伴
い
、
当
市
で
も

地
域
包
括
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー
を
開
設
し

ま
し
た
。
今
後
は
地

域
包
括
ケ
ア
の
中
核

拠
点
と
し
て
、
高
齢

者
の
相
談
支
援
、
介

護
予
防
事
業
の
推
進
、

介
護
サ
ー
ビ
ス
を
充

実
さ
せ
、
介
護
認
定

率
、
保
険
給
付
負
担

の
抑
制
に
努
め
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
拡
大
化
を
図
り
、

３
年
間
で
７
，
７
０
０
万
円
程
度
の
市
負
担
の
軽

減
を
見
込
む
。

　

条
例
や
各
種
計
画
を
制
定
・
策
定
す
る
過
程

に
お
け
る
案
や
趣
旨
、
内
容
等
を
広
く
公
表
し
、

市
民
か
ら
意
見
を
求
め
、
提
出
さ
れ
た
意
見
に

対
す
る
市
の
考
え
方
も
公
表
す
る
な
ど
市
民
の

意
見
を
反
映
さ
せ
て
い
く
制
度
を
検
討
し
、
導

入
に
向
け
て
適
切
な
対
応
を
図
り
ま
す
。

数
値
目
標
等　

１
事
案
当
た
り
：
10
件

　

市
民
に
分
か
り
や
す
い
透
明
性
の
高
い
財
政

運
営
を
目
指
す
た
め
、
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
を
導

入
し
、
財
政
健
全
化
の
た
め
の
財
政
分
析
等
を

行
い
ま
す
。

数
値
目
標
等　

平
成
21
年
度
実
施

　

滞
納
者
に
対
す
る
納
税
相
談
、
指
導
を
行
い
、

滞
納
繰
越
額
の
縮
減
を
図
り
ま
す
。

　

特
に
、
高
額
滞
納
者
及
び
悪
質
な
滞
納
者
に

対
し
て
は
、
実
態
把
握
の
各
種
調
査
を
踏
ま
え

て
、
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
に
事
案
を
移
管

す
る
と
と
も
に
、
差
し
押
え
等
の
処
分
を
強
化

し
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

平
成
21
年
度
の
収
納
率
目
標
率

現
年
度
97
％

　

ま
ち
づ
く
り
計
画
等
を
踏
ま
え
て
策
定
す
る

「
市
道
路
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
」に
お
い
て
は
、

危
険
度
・
緊
急
性
・

経
済
性
を
精
査
し
、

過
度
な
整
備
内
容
と

な
ら
な
い
よ
う
に
十

分
検
討
し
ま
す
。

　

設
計
に
お
い
て

も
、
歩
道
幅
員
等
を

見
直
し
、
工
事
費
の

縮
減
を
図
り
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

市
道
路
整
備
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

（
平
成
18
年
度
か
ら
平
成
19
年
度
）

　

公
共
工
事
等
の
入
札
及
び
契
約
に
際
し
て
は
、

よ
り
一
層
の
透
明
性
の
確
保
と
事
務
執
行
の
効

率
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
い
ば
ら

き
電
子
入
札
シ
ス
テ
ム
共
同
利
用
運
営
協
議
会
」

に
加
盟
し
研
究
を
重
ね
て
導
入
し
て
い
き
ま
す
。

数
値
目
標
等

　

平
成
18
年
度
〜
平
成
19
年
度:

研
究
・
準
備

　

平
成
19
年
度
〜
平
成
21
年
度:

導
入
・
実
施

　

行
政
評
価
シ
ス
テ
ム
の
導
入

　

ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ

　
　
　
　
　

マ
ニ
ュ
ア
ル
の
作
成

　

行
政
手
続
き
の

　
　
　
　

オ
ン
ラ
イ
ン
化
の
推
進

　

包
括
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

の
充
実

　

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
制
度
の

　
　
　
　
　
　

調
査
・
検
討
・
導
入

　

バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト
の
導
入

　

市
税
徴
収
率
の
向
上

　

過
度
な
整
備
を
行
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　

道
路
計
画

　

電
子
入
札
制
度
の
導
入
検
討

　

53
あ
る
具
体
的
な
取
り
組
み
の
中
か
ら
、
主
な
も
の
に
つ
い
て
、

紹
介
し
ま
す
。



る　サービスがスタートサービスがスタート

障害児への支給決定 施設（入所・通所）をご利用中の方へ

【障害福祉サービスの主な変更点】【障害福祉サービスの主な変更点】

─平成24年３月末までは
　　　　　引き続きご利用可能
　身体障害者更生施設、身体障害者療護施設、身体
障害者授産施設、知的障害者更生施設、知的障害者
授産施設、知的障害者通勤寮などは、平成18年10
月以降、平成24年３月までの間の各事業所の方針
に基づいて新体系のサービスへ移行することになり
ます。
　各事業所の新しいサービスへの移行が明らかに
なった時点で、市に申請をしていただき、障害程度
区分の認定などによって利用の可否が決まります。
　ただし、平成18年９月末時点で、支援費の支給
決定を受けて上記の施設を利用し、かつ平成18年
10月１日以降も、同一施設を継続的に利用してい
く方は，事業者が新体系サービスに移行し、障害程
度区分等の用件に該当しない場合でも、平成24年
３月末までは引き続き利用が可能です。

　障害児については、障害程度区分を設けませ
んが，「居宅介護」、「児童デイサービス」、「短期
入所（宿泊）」のご利用を希望される方には、10
項目程度の調査に基づき、支給の決定をします。

※受給者証に記載されている「短期入所（宿泊）」
　の区分の標記方法が変更になります

旧標記 内　容 新標記
調査項目の「食事」「排せつ」「入浴」
「移動」のうち「全介助」が３項目以
上又は「行動障害」の項目のうち
「ある」が１項目以上

調査項目の「食事」「排せつ」「入浴」
「移動」のうち「一部介助」が３項目
以上又は「行動障害」の項目のうち
「ときどきある」が１項目以上

上記区分には該当しない児童で、
「食事」「排せつ」「入浴」「移動」のう
ち「一部介助」又は「全介助」が１項
目以上

「区分１」

「区分２」

「区分３」

「区分３」

「区分２」

「区分１」

⇒

現　行

居宅介護

平成18年10月１日から

身体介護

家事援助

身体介護

家事援助

通院介助

●移動支援
【鉾田市地域生活支援事業】

●日中一時支援 ●経過的デイサービス等
【鉾田市地域生活支援事業】

外出介護

「障害福祉サービス」
のご利用になります

短期入所 宿泊あり

宿泊なし

短期入所
宿泊を伴う施設
の短期利用

「障害福祉サービス」
のご利用になります

障害者デイサービス
（18歳以上）

「地域生活支援事業」のご利用になります

「地域生活支援事業」のご利用になります

病院等への通院を目的
とした利用

通院以外の外出時の利用

※今回の情報は、平成18年８月１日現在のものです。
　国や県の方針により、今後の変更等もありえますので、　
　ご了承ください

■　福祉事務所　社会福祉課
　　☎33－2111（内線1561・1567）
問
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障害福祉のしくみが一元化されます



障害者自立支援法による　障害者自立支援法による　

「障害福祉サービス」の利用のしかた 「鉾田市地域生活支援事業」について

❶申請 窓口：福祉事務所・各総合支所

❷認定調査
障害程度区分認定調査員が訪問して、障害の
状況について調査

❹認定・通知
決定内容が支給決定通知書により通知され、
受給者証が交付されます

❺事業者と契約・サービスの利用開始
支給が決定したら、サービスを利用する事業
所と契約を結び、サービスを利用してください

❸審査・判定（18歳未満の方は行いません）
調査の結果と医師の意見書をもとに認定審査
会で判定が行われ、障害程度区分（※）が決め
られます

【障害者自立支援法によるサービスのしくみ】【障害者自立支援法によるサービスのしくみ】

● 居宅介護
● 重度訪問介護
● 行動援護
● 療養介護
● 生活介護
● 児童デイサービス
● 短期入所（宿泊）
● 重度障害者等包括支援
● 共同生活介護（ケアホーム）
● 施設入所支援

訓練等給付

介護給付

● 自立訓練（機能訓練・生活訓練）
● 就労移行支援
● 就労継続支援
● 共同生活援助（グループホーム）

障 害 福 祉 サ ー ビ ス

● 相談支援
● コミュニケーション支援
● 日常生活用具の給付
● 移動支援
● 地域活動支援センター
● 日中一時支援　　など

鉾 田 市 地 域 生 活
支 援 事 業

補装具費の支給

補装具費の支給は、鉾
田市に申請してくださ
い。（原則１割の自己
負担になります）

障害児・障害者

利用申請→鉾田市
　窓口：福祉事務所　社会福祉課
　　　　各総合支所　福祉保険課
　契約：鉾田市がそれぞれの事業所と
　　　　契約
「鉾田市地域生活支援事業」のご利用を希望
される方は、市に申請してください。利用で
きる事業所等は、鉾田市が契約している事業
所が基本となりますが、ご希望があればご相
談ください。
　平成18年９月末までに既に短期入所（日
中）や外出介護、デイサービス等を利用され
ている方々につきましては、10月以降も現在
の事業所でのサービスが継続できるよう調整
中です。状況が整い次第、対象者の方々にご
連絡します。

※障害程度区分は「非該当」と「区分１」から「区分６」までに
　なります
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平成18年10月から

　平成18年４月に「障害者自立支援法」が施行され、身体障害、知的障害、精神障害のいずれの障害
を持つ方も、共通のサービスを受けられるようになりました。
　さらに、10月からは同法により、障害福祉全体のしくみも変わります。
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Community & Communication

HOKOTA

友だちと
協力して

活動する
大切さが

わかりま
した。　

　（栃木
6年女子

）

わからないことがあって困っているときに、ボランティアの高校生が優しく手助けしてくれた。とてもありがたいと思った。　　　　　　　　　　　（栃木6年男子）

交流キャンプ
山の
子・
海の
子

交流キャンプ
山の
子・
海の
子

　８月７日から９日にかけ、とちぎ海浜自然の家（玉田）で栃木と
茨城の小学生（４～６年生）による交流会が行われました。
　豊かな人間関係づくりや、たくましく生きる力を学んでもらう
ために同施設が毎年実施しているもので今回で15回目。
　栃木から198人、茨城からは鉾田市の33人を含む85人が参加
しました。

　８月７日から９日にかけ、とちぎ海浜自然の家（玉田）で栃木と
茨城の小学生（４～６年生）による交流会が行われました。
　豊かな人間関係づくりや、たくましく生きる力を学んでもらう
ために同施設が毎年実施しているもので今回で15回目。
　栃木から198人、茨城からは鉾田市の33人を含む85人が参加
しました。

友だちができるか心配だったけれど、

すぐに仲良くなれた。たくさん友だち

ができてうれしかった。（茨城6年女子）

友だちができるか心配だったけれど、

すぐに仲良くなれた。たくさん友だち

ができてうれしかった。（茨城6年女子）

友だちと
協力して

活動する
大切さが

わかりま
した。　

　（栃木
6年女子

）

わからないことがあって困っているときに、ボランティアの高校生が優しく手助けしてくれた。とてもありがたいと思った。　　　　　　　　　　　（栃木6年男子）

ナイトハイクやカレー作り、なぎさ活
動などいろいろな活動ができて楽し
かった。　　　　　　（茨城4年女子）

ナイトハイクやカレー作り、なぎさ活
動などいろいろな活動ができて楽し
かった。　　　　　　（茨城4年女子）

参加者　の感想



　来年3月4日に土浦市民会館で開催される
「ふるさと音楽祭」への参加団体を募集してい
ます。

出場資格　合唱団または郷土芸能団体
　　　　　 農山漁村地域に居住する方30人以上で

構成（なるべく三世代で構成）
参 加 費　無料（交通手段、食事などは各自負担）
申 込 先　 市役所　産業経済課　
　　　　　（所定の申込用紙があります）
申込締切　10／ 20（金）

■　(社)茨城県ふるさとづくり推進センター
　　☎029-301-1266

（開演時間について）
※ 演奏時間は13:00 ～ 16:00で調整中ですが、参加団体数に
より午前開演となる場合があります。
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鉾田杯中学校軟式野球大会市内運動施設の利用申請窓口
こむこむ  ほこた

参加団体募集
茨城県ふるさと音楽祭

10 ／ 15（日）

市内のアマチュア演奏家など10数組を予定

鉾田市民音楽祭実行委員会
鉾田市まちづくり推進会議

鉾田市　鉾田市教育委員会

音楽祭実行委員会事務局　
☎090－4376－0569（加瀬さん）
e-mail  priprihiropong@m9.dion.ne.jp

旭中学校体育館

第２回 鉾田市民音楽祭開催

夏休み期間中、市内の公共
施設や小学校などを会場に
夏祭りが開催されました。

入場
無料

問

とき

出演

後援

問

主催

会場

市内各地で

夏祭り夏祭り

8/19　いこいの村涸沼夏祭り 8/19　さんて旬菜館夏祭り 8/19　青柳小子ども祭り

8/12　鹿島灘海浜公園
　　　　　ナイトフェスタ



ほこたマラソン大会参加者募集

鉾田市役所

一般・親子　　2,000円
小・中・高生　1,000円

11／26（日）

○ 市内中心部及びコース周辺への自動車
乗り入れはご遠慮いただき、迂回措置
にご協力をお願いします。

通行止め
道路

走者方向

マラソンコース

コース周辺

迂 回 路

鉾田市　鉾田市教育委員会　鉾田市体育協会

（郵便振替）所定の取扱票があります
（インターネット）http://www.runnet.jp/　
（電　　話）☎03‐3714‐6409（平日9:30～17:30）

ほこたマラソン大会実行委員会

 ※申込後の種目変更、参加費の返金はできません。

10／18（水）

距離 区　分

1.2㎞ 小１・２年親子 男・女

２㎞ 小３～６年 男・女

３㎞ 中学生 男・女

５㎞

高校生 男・女

16～ 39歳 男・女

40～ 49歳 男・女

50歳以上 女

50～ 59歳 男

60歳以上 男

10㎞

高校生 男

16～ 39歳 男

40～ 49歳 男

50～ 59歳 男

60歳以上 男

※小学１・２年生の個人はありません

※ 参加者及び沿道での応援者の駐車場は確保し
てございませんのでご注意ください。
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大会日

マラソンコースと
交通規制

主　催

主　管

参加申込

しめきり

交通規制時間

8:30 ～ 11:30

■　スポーツ振興課
　　☎37-4342
問



10／14は「鉾田の日」
ホームタウンデイズ

　10月14日、アントラーズのホームゲーム
（ジェフユナイテッド市原・千葉戦）を特別料金
で観戦できます。
入 場 料　　小中学生・65歳以上　無料
　　　　　　大人　　　　　　　　1000円
※鉾田市にお住まいの方が対象となります。
　チケット入手方法については後日、鉾田市ホー
　ムページ、チラシなどでお知らせします。
　小学生はホームタウンキッズパスのご利用となります。

■　市役所企画課　☎33－2111（内線1302）問

鹿島アントラーズ ユースチーム選考会
対 象 者　２種ユースの新１年生
　　　　　（18歳未満、高校生クラス）
　　　　　（2006年現在中学３年生で2007年　　　
　　　       にユースチームで参加したい方）

募集人数　約10人
参 加 費　3,000円
選 考 日　１０／１５（日）
会　　場　鹿島アントラーズクラブハウス
申込締切　１０／１０（火）

申込方法など、詳細はお問い合わせください。
■　☎0299－84－6815（ユース選考担当宛）問
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NEKKS一般の部
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大
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茨城町
ミニの部
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ー
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鉾田市中学校卓球大会
８／５　大洋中学校体育館

鉾田市スポーツ少年団軟式野球大会
５／ 20・21　鉾田総合公園ほか

鉾田市子ども会
キックベースボール大会

７／ 30　鉾田総合公園

３on３　HOKOTA CUP
８／６　鉾田総合公園



振り込め詐欺にご注意 ❖オレオレ詐欺の内容
●　交通事故の和解金
●　サラ金の返済　　など

❖架空請求書の名目
●　インターネットや電子メール使用料
●　商品購入の未払い分　　など

❖融資保証金詐欺の内容
●　ハガキや電話での融資の誘い
●　 保証金、保険加入料、調査料の請求

※廃棄物の野焼きや不法投棄には、法律により次のような罰則が設
　けられています。

 農地等での廃棄物の野焼き、不法投棄
５年以下の懲役若しくは1,000万円（法人は１億円）以下の罰金
に処し、又はこれを併科する。

　８月６日、霞ヶ浦･北浦沿岸の市町村
で「霞ヶ浦・北浦地域清掃大作戦」が展
開されました。
　この活動は、霞ヶ浦問題協議会が中
心となり、水質浄化の意識を高めるこ
とを目的に実施されているもので、今
回で66回の実施です。

霞ヶ浦・北浦
清掃大作戦
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　振り込め詐欺とは「オレオレ詐欺」「架
空請求詐欺」「融資保証金詐欺」などの総
称で、電話やハガキなどで金銭の納入
を促し、お金をだまし取るものです。
　新聞やテレビによって、注意が呼び
かけられていますが、手口も巧妙にな
り高齢者が狙われやすいほか、中高生
などの若者が犯人に操られ、犯罪に荷
担してしまう事件も起きています。

振
り
込
め
詐
欺
は
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す

振
り
込
め
詐
欺
は
３
種
類
に
分
け
ら
れ
ま
す

年末に向けご注意を
　茨城県消費生活センター鉾田分室で受けた消費者相談状
況を見ると平成16年11月をピークに減少傾向となってい
ます。月別で見ると９月から年末にかけて相談件数が増え
ているようです。
　県内の消費生活センターへの問い合わせや相談によせら
れる約半数は、金融や通信サービスにかかわるもので、年々
増加傾向にあります。

※ 相談件数は、消費生活相談所への総数であり、被害に遭う前の
問い合わせも含みます。（被害件数の総数ではありません）

■　鉾田警察署　☎34-0110
　　茨城県消費生活センター鉾田分室（鉾田合同庁舎内）
　　☎33-4410（直通）
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茨城県消費生活センター鉾田分室への相談件数
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問

　使用済となった農業用ビニールやポリエチレン、農薬空缶は産
業廃棄物となります。産業廃棄物に関しては、排出者の責任によっ
て適正に処理することが義務付けられています。
　鉾田市農業用プラスチック適正処理協議会では、市内３ヶ所で
使用済プラスチックや農薬空缶の収集をしています。収集を希望
される方は、市役所及び各総合支所の担当窓口で登録をし、日程
にしたがって搬入してください。

農業用廃ビニールは
適正に処理しましょう

■　産業経済課　　　　　　　 　
　　☎33-2111（内線1165）
　　旭支所　経済建設課
　　☎37-4348
　　大洋支所　経済建設課
　　☎39-8173・8175

問

▲ 鉾田市では北浦沿岸の地区の皆さんが参加。
　２時間にわたり、空缶などの収集をしました

（写真は安塚地内）



住民健診をうけましょう
広報ほこた2006.9
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　「専業主婦の方が、職業を持った女性より子どもを
産んでいる」そんな印象を持っている方も多いと思わ
れます。
　右のグラフを見ると、結婚持続期間が 5 ～ 9 年、
10～ 14年の場合、就職継続型の女性の方が、専業主
婦型の女性よりも多くの子どもを持っているという結
果が出ています。
　つまり、職業を持った女性の方が子どもをたくさん
産む傾向にあることがわかります。
　女性労働力率と出生率の関係は、一方が上がると他
方が下がるという固定的なものではなく社会環境（施
策、制度、価値観など）によって変動するようです。

男女共同参画社会をめざしてー⑧

女性の社会進出が進むと、
出生率が下がる？

■　健康増進課　☎33－3691

く
ら
し
の
情
報

　住民健診は「老人保健法」に基づき、健康づくりや生活習慣
病予防のために実施されています。
　鉾田市でも年齢別、項目別に循環器健診や、がん検診を実
施するなど、皆さんの健康チェックと病気の早期発見に努め
ています。
　健診は申し込み制になっておりますので、健診を希望され
る方は健康増進課までお申し込みください。

0～4年 

（人） 

（結婚持続期間） 

1.0

2.0

1.5

2.4

専業主婦型 

再就職型 

就業継続型のうち 
正規継続型 

就業継続型 

総数 

10～14年 5～9年 

1.3 1.27 1.281.24
1.31

1.93 1.94
1.89 1.85

1.93

2.162.19 2.16 2.17
2.11

（備考）
1．国立社会保障・人口問題研究所「第12回出生動向基本調査（夫婦調査）」（平成14年）
　　より作成。
2．１歳以上の子を持つ、妻が結婚前就業していた初婚どうしの夫婦（子供数不詳を除く）
　　について。 

胃がん検診　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

受診者
受診者
のうち
要精密

精密検査受診者（受診率）

がん
発見数

その他
の疾患

H14 4,790 573 425(74.2) 9 381

H15 5,042 578 387(67.0) 13 338

H16 5,216 581 422(72.6) 20 372

15,048 1,732 1,234(71.2) 42 1,091

がん検診結果　（数値は旧３町村の合算です）

　胃がんは日本人がかかるがんの５分
の１を占めています。
　早期、進行にかかわらず自覚症状が
ないのが特徴で40歳代からは罹患率や
死亡率が高くなります。
　市ではミニドックの時に、バリウムを
飲んでレントゲン写真を撮る「胃部間接
Ｘ線撮影」という方法で行っています。

　大腸がんは脂質の多い食生活の欧米
化によって著しく増加しています。
　早期に発見できれは内視鏡で切除で
き、また進行がんでも、病巣を切除で
きれば高い確率で治癒します。
　市ではミニドック、基本検診の時に
「免疫便潜血反応２日法」という方法で
行っています。

市の実施する胃がん検診・大腸がん検診はともに30歳以上の方を対象としています。

問

大腸がん検診　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

受診者
受診者
のうち
要精密

精密検査受診者（受診率）

がん
発見数

その他
の疾患

H14 5,501 476 319(67.0) 8 225

H15 5,728 496 272(54.8) 4 190

H16 5,895 447 269(60.2) 6 176

17,124 1,419 860(60.6) 18 591



平成 年18
月10 日5 木 日9 月

主　催 第18回全国生涯学習
フェスティバル実行委員会

祝日

オープニングセレモニー

茨城県高等学校総合文化祭

映画監督　井筒和幸氏講演ほか
世界オセロ選手権決勝戦（中継）

5日 有森裕子氏講演会5日

7日

細川護煕氏講演会9日

水戸市民総合音楽祭　演劇

科学フェスティバル

カーフェリークルージング9日

6日

8日

9日

生涯学習見本市・体験広場
理科実験ショー・工作教室

5～
9日

大道芸

自由演奏会・大合唱祭

7・
8日

24時間マラソンサッカー8・
9日

7・
8日

生涯学習シンポジウム6・
7日

■　全国生涯学習フェスティバル実行委員会事務局　☎029－301－5333
http://www.gakusyu.pref.ibaraki.jp/manabipia
問

※一部事前申込また有料のものがあります

茨城県民文化センター 鹿嶋勤労文化会館

水戸市民会館

つくばカピオ

カシマサッカースタジアム

水戸芸術館

大洗フェリーターミナル

笠松運動公園

その他、県内各生涯学習
センターなどでも催しが
企画されています。
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と　き 会　場 相談内容など 問い合わせ

税務相談
 9 ／ 20（水）
10／ ４（水）
10／ 18（水）

鹿嶋市
まちづくり市民センター
　（13:30 ～ 16:30）

相続　贈与　所得税
法人設立など

関東信越税理士会潮来支部
☎0299－66－6768

法務総合相談 10／ １（日）

水戸駅エクセル6F
　（10:00 ～ 16:00）
チェリオ（鹿嶋市）
　（10:00 ～ 16:00）

相続　贈与　登記
戸籍　成年後見制度　
家庭内問題ほか

水戸地方法務局
☎029-227-9911

司法書士法律相談 10／ ７（土）

茨城司法書士会館（水戸市）
　（10:00 ～ 15:00）
鹿嶋市三笠公民館
　（10:00 ～ 15:00）

登記　供託　訴訟書類
作成ほか

茨城司法書士会
☎029-225-0111

行政書士会相談 10／ ８（日）
チェリオ（鹿嶋市）
　（10:00 ～ 16:00）

在留外国人相談所も併
設いたします

茨城県行政書士会
☎029-305-3731

行政相談 10／ 18（水）

旭地区学習等供用施設
　（13:00 ～ 16:00）
鉾田市役所
　（13:00 ～ 15:00）
ふるさと見聞館
　（13:00 ～ 16:00）

行政一般
市役所秘書広聴課
☎33－2111（内線1212）

不動産鑑定相談 10／ ２（月）
水戸市役所
　（9:30～ 12:00）

不動産にかかわること
全般

茨城県不動産鑑定士協会
☎029-246-1222

無料相談のご案内



図書館からの
お知らせ

学生募集 受付締切 試験日 受験資格等 問い合わせ

県立産業技術
専門学院

推薦
10/13（金）
一般
11/10（金）

推薦
10/20（金）
一般
11/17（金）

受験資格　中卒以上（H19.3月卒見込含）
※コースにより問い合わせ先が異
　なります
水戸（自動車・建築） 
日立（金属・電気）
筑西（機械・電気）
鹿島（機械･電気･建築･測量･設計）  
古河（自動車）
土浦（機械･自動車･コンピュータ･
　 　 情報技術）  

水戸☎029－269－2160
日立☎0294－35－6449
鹿島☎0299－69－1171
古河☎0280－76－0049
土浦☎029－841－3551
筑西☎0296－24－1714

県立農業大学校

推薦
10/17（火）
一般
1/17（水）
2/26（月）

推薦
10/27（金）
一般
1/31（水）
3/6（火）

受験資格　高卒（H19.3月卒見込含）

※左枠日程　一般募集上段は前期
　下段は後期日程

茨城県立農業大学校
☎029-292-0010

着物リフォーム教室

参加者募集　　　　　しめきり９／29（金）

知事と語ろう「明日の茨城」

新築県営住宅の入居者募集

はつらつ百人委員会
「生きがいづくり教室」

広報ほこた2006.9
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■とき　10／30（月）
■会場　鉾田市社会福祉協議会（会議室）10:00～12:00
　　　　鹿嶋市商工会館　　　　　　　　14:00～16:00
■参加資格　県内在住または勤務する20歳以上の方
■申込方法（ はがき・FAX・電子メール）
　　　　　　住所　氏名　年齢　性別　職業　連絡先
　　　　　　希望する時間（午前・午後）を明記

■　　鉾田市鉾田1367－3
　　　　　　鹿行地方総合事務所　県民生活課「知事と語ろう」係　
　　　　　　☎33－4111　FAX33－3630
　　　　　　e-mail rosokenmin@pref.ibaraki.lg.jp

■入居条件　・県内に住所または勤務場所があること
　　　　　　・同居または同居しようとする親族がいること
　　　　　　・県税などの滞納がないこと
　　　　　　　※ 収入基準、現在の居住状況などにより申し込みできない

場合があります。
■住宅の所在地　湖畔住宅　　　　水戸市千波町506　（５戸）
　　　　　　　見和アパート　　水戸市見和2-255　（45戸）
■募集締切　　９／29（金）
■抽選日　　　10／16（月）※入居は12月から
■家賃　　　　28,000～75,000円程度
■（財）茨城住宅管理協会　水戸住宅管理センター　☎029-226-3350
　　http://www.ijkk.jp/kenei/
　　茨城県住宅課　☎029-301-4750

■期間　10月～２月
　　　　毎月第２・３土曜日
■時間　9:30～12:00
■内容　袋物、小物の製作
■費用　無料（教材費は自己負担）
■講師　藤崎加六　氏
■対象　鉾田市在住・勤務の方
■定員　15人
　　　　（申し込み多数の場合抽選）
■申込締切
　　　　９／29（金）

■　鉾田中央公民館
　　☎33－2030　（月曜休館）

永作義弘日本画個展
■とき　10／１～15（月曜休館）
■会場　図書館２階

臨時休館
館内整理のために休館します
９／25（月）～29（金）

問・申込

※ 講習時には、使わなくなった着物 、 携帯
できるミシン 、裁縫道具等を持参いただ
きます。

問・申込

問

使わなくなった古い着物が眠っていませんか？
大切な思い出とともに蘇らせてみましょう！

■と　　き　　10／27（金）
■コ ー ス　　筑波山神社　筑波宇宙センター　ほか
■参 加 費　　500円
■受　　付　　10／2（月）～5（木）　先着180人
■参加申込　（往復はがきに①～⑤を明記　2人まで可）
　　　　　　　①住所　②氏名　③年齢　④電話番号　
　　　　　　　⑤バス乗降場所■　鹿嶋市宮中8－8－12　　角南好彦　宛

　　　　　☎0299－83－4721
問・申込

（バス乗降場所：鉾田合同庁舎　北浦公民館　はまなす公園など９か所　お問
い合わせください）
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鉾田市の人口

総数
男
女
世帯数

52,503 人
26,345 人
26,158 人
16,537 戸

（平成18年８月１日現在）

（H18.9.7 発行）

編集 鉾田市秘書広聴課
〒 311-1592　茨城県鉾田市鉾田 1444－ 1　 ☎ 0291－ 33－ 2111
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　0291－ 32－ 4443
ホームページ　　http：//www.city.hokota.lg.jp/

古紙パルプ配合率100％の再生紙を使用しています

一音一音に心をこめて
　８月19日に開催された「いこいの村涸沼夏祭
り」に初参加した旭西小学校の金管バンド。
　トップバッターで出場し「サザエさん」「アイー
ダ」「風になりたい」の３曲を披露しました。
　金管バンドは３年生から６年生までの28人構
成。コンクールや運動会での演奏のため、夏休み
も学校へ通い練習を重ねてきました。
　これからも福祉施設への慰問演奏など、いろい
ろな舞台を控えており、昼休みや放課後での練習
など忙しい日が続きます。

この印刷物は環境にやさしい大豆油インキを使用しています。
Trademark of American Soybean Association
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